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ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

菅
谷
小
学
校
で
は
今
年
度
75
名
の
新

入
生
を
迎
え
、
令
和
4
年
度
の
学
校
教

育
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

緊
張
し
た
表
情
に
、
真
新
し
い
大
き

な
ラ
ン
ド
セ
ル
。
入
学
式
で
は
、
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
を
目
で
追
い
か
け
る

ま
だ
あ
ど
け
な
い
表
情
に
、
子
供
た
ち

の
期
待
と
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
き
た
一
人
一
人
が
、
本
校

で
実
り
あ
る
学
校
生
活
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
教
員
一
同
、
日
々
の

成
長
に
寄
り
添
い
、
教
育
活
動
に
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
学
校

　

菅
谷
小
学
校
は
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元

気
な
学
校
」を
目
指
し
、「
子
供
の
笑
顔
」

を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

◆
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

　

本
校
で
は
、
児
童
会
を
中
心
と
し
た

月
始
め
の
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
に
加
え
、

日
常
生
活
の
中
で
も
「
気
持
ち
の
よ
い

あ
い
さ
つ
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
友
達
と
仲
良
く
な
る

き
っ
か
け
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
感
謝

の
気
持
ち
や
自
分
の
思
い
を
伝
え
た
り
、

人
と
の
関
係
を
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

マ
ス
ク
で
な
か
な
か
表
情
が
見
え
な

く
て
も
、
笑
顔
で
い
る
こ
と
で
声
の
調

子
も
変
わ
り
ま
す
。
言
っ
て
も
言
わ
れ

て
も
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
教
員

自
身
が
心
が
け
、
あ
た
た
か
い
雰
囲
気

と
、
子
供
た
ち
が
自
然
と
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
環
境
を
、
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
真
剣
に
学
び
　
思
い
き
り
遊
ぶ

　

学
校
生
活
の
基
本
で
あ
る
学
習
。
各

学
級
子
供
た
ち
が
よ
り
理
解
し
や
す
い

よ
う
教
材
等
工
夫
し
「
ど
の
子
も　

わ

か
る
で
き
る　

楽
し
い
授
業
」
を
展
開

で
き
る
よ
う
、
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
で
き
た
！
」「
わ
か
っ
た
！
」「
も
っ

と
や
り
た
い
！
」
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
子
供

た
ち
の
笑
顔
は
、
教
員
の
喜
び
で
す
。

　

休
み
時
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
ま
だ

制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
学
年
の
子

も
、
外
で
元
気
に
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。
時
に
は
け
ん
か
を
し
な
が
ら
も
、

人
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
自
分
の
思

い
を
伝
え
た
り
、
時
に
は
譲
っ
た
り
譲

ら
れ
た
り
と
、
全
力
で
の
遊
び
の
中
か

ら
も
、
子
供
た
ち
は
、
大
き
な
学
び
を

得
て
い
ま
す
。

菅
谷
小
学
校
の
特
別
支
援
教
育

　

お
子
様
の
成
長
を
見
守
る
中
で
、
学

習
、
生
活
、
友
人
関
係
な
ど
、
時
に
は

保
護
者
の
方
が
心
配
に
感
じ
る
場
面
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
子
供
の
理
解
に
合
わ
せ
て
、
も
っ

と
学
習
の
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。」

　
「
教
室
で
、
落
ち
着
い
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」

　
「
友
達
と
、
仲
良
く
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」

　

子
供
を
心
配
す
る
気
持
ち
、
健
や
か

な
成
長
を
願
う
気
持
ち
は
、
教
員
も
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
同
じ
で
す
。

◆
特
別
支
援
学
級

　

本
校
で
は
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り

添
っ
た
特
別
支
援
教
育
を
、
知
的
・
自

閉
情
緒
合
わ
せ
て
5
学
級
の
、
な
か
よ

し
学
級
が
担
っ
て
い
ま
す
。
本
学
級
で

は
、
学
習
の
面
だ
け
で
な
く
、
自
立
に

必
要
な
生
活
の
力
、
社
会
で
必
要
に
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、

少
な
い
人
数
の
中
で
、
個
人
の
理
解
度

や
特
性
に
合
わ
せ
て
学
ん
で
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て

い
る
子
は
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
な

か
よ
し
学
級
で
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
に
合
わ
せ
て
教
科

を
決
め
て
、
通
常
学
級
で
授
業
を
受
け

た
り
、
給
食
や
清
掃
、
学
級
活
動
な
ど

で
学
年
の
児
童
と
交
流
を
深
め
た
り
し

て
、
共
に
学
ん
で
い
ま
す
。

◆
通
級
指
導
教
室

　

本
校
に
は
、
通
級
指
導
教
室
も
あ
り
、

通
常
学
級
に
在
籍
し
な
が
ら
、
週
に
1

時
間
程
度
の
個
別
指
導
を
通
し
て
、
子

供
の
抱
え
る
「
困
り
感
」
へ
の
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
級
指
導
自
体
、
ま
だ
新
し
い
制
度

で
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
い
つ

で
も
菅
谷
小
学
校
担
当
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

菅
谷
小
学
校

　
　

☎
62
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　嵐山町立小中学校再編等審議会では嵐山町長及び嵐山町教育委員会の諮問を受け、嵐山町立小中学校の
将来を見据えた学校の在り方について、昨年の10月から審議しています。この度、答申の素案を作成しま
したのでご紹介します。

　これはあくまでも素案です。今後の審議によって修正や変更のある場合があります。
　ご意見ご質問などのある方は、お近くの審議会委員、または町ホームページ内「町政のご意見箱」、役
場、図書館、ふれあい交流センター、北部交流センター、B&G海洋センターに設置されている町民の声ボッ
クスへお願いします。なお、審議会に関する資料は、町ホームページによりご覧ください。

問合せ　教育委員会事務局　☎６２－０８２３

小学校３校を１校に再編統合する　　　　中学校２校を１校に再編統合する

新しい学校の場所は現在の菅谷小学校及び菅谷中学校の場所とする

小中学校再編等審議会からのお知らせ

■学校規模の維持について
　児童生徒の人数が減っているために損なわれつつある望ましい教育環境を向上させるため、現在の小学
校３校を１校に再編統合、現在の中学校２校を１校に再編統合し、一定の学校規模を維持すること。

■通学について
　町内全ての小学校と中学校をそれぞれ１校に再編統合するため、児童生徒の通学については遠距離通学
となるケースが想定される。学校の再編統合により児童生徒の通学が大きな負担とならないよう、スクー
ルバス等による通学支援は必須であると考える。

■学校施設について
　現在の菅谷小学校及び菅谷中学校の校舎は築４５年以上経過しており、学校施設の老朽化対策は大きな
課題となっている。小中学校を再編統合するにあたり、新小学校及び新中学校の校舎は児童生徒が安全で
快適な学校生活を送ることができる校舎でなくてはならない。また、ICT教育に対応し、新時代の学校教
育に対応可能な設備を備えていることも必須である。
　校舎の整備については長寿命化改修、改築、新築等さまざまな方法の中から最適な方法により整備する
こと。

■再編の時期について
　小学校は七郷小学校と志賀小学校が国の示す適正規模の基準を下回っていること、特に七郷小学校では
令和９年度に複式学級となる可能性が高いことからできるだけ早い時期に再編統合すること。
　中学校においても菅谷中学校・玉ノ岡中学校ともに国が示す適正規模の基準を下回っており、科目によっ
ては正規雇用の教員が不足している現状を早急に解決するため、できるだけ早い時期に再編統合し、適正
な教員配置を実現すること。

答 申 素 案

【１年生を迎える会の様子】
在校生のあたたかい拍手の中を歩き
ました。１年生、入学おめでとう♪


